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（一社）全国農業改良普及支援協会

（一社）全国農業改良普及支援協会は、農林水産省の補助事業で、

GLOBALG.A.P.、ASIAGAP及びJGAPの団体認証を取得し、

２年間、農作業事故等の産地リスクの低減に取り組む産地
を対象に、以下のとおり事業を実施します。

～支援を希望する産地は、ふるって御応募ください！～
・ＧＡＰ認証を取得しておらず、かつ、本年度末までにＧＡＰ認証の審査を

受けられる状態となることが見込まれる産地
・ＧＡＰ認証を取得済であって次回の審査受審時に構成経営体を増加する

予定がある産地

【農林水産省補助事業】
産地リスク対策実証事業の公募のお知らせ

１．公募期間、申込先

農業者、農事組合法人、農地所有適格法人、
農業協同組合等の農業者の組織する団体、
その他農産物の生産を行う事業者

２．対象者

GAPの団体認証の取得
（認証審査費用、研修指導、環境整備等）

詳細は、裏面及び当協会のホームページを御覧ください。

３．支援内容

（一社）全国農業改良普及支援協会（産地リスク事業担当） TEL：03-5561-9562

HP：https://www.jadea.org/
農林水産省生産局農業環境対策課（GAP推進グループ） TEL：03-6744-7188

HP：http://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/gap/index.html

お問合わせ先

（2020.8.3.）



応募時に、①又は②に該当する者であり、かつ、③については必須。
① ＧＡＰ認証を取得しておらず、かつ、本年度末までにＧＡＰ認証の審査を受けられる状態となることが

見込まれること
② ＧＡＰ認証を取得済であって次回の認証の審査受審時に構成経営体を増加する予定があること
③ 要領に定める産地リスク分析実証プログラムに基づき、最後まで取り組むこと 等に同意すること

４．支援内容の詳細

（１）GAP認証の取得・・・補助率及び上限額は以下のとおり

① 認証審査
○ GLOBALG.A.P.、ASIAGAP及びJGAPの団体認証取得のための認証審査費用

② 研修指導
○ コンサルタントの受講費用、GAPに関する研修受講費用

③ 環境整備
○ ICTシステムの初期設定及び利用に関する費用

※ 機器・ソフトウェアの購入、操作研修等の費用は対象外

○ 残留農薬、土壌、水質の分析に関する費用
○ 施設の改修資材の導入（照明器具の飛散防止対策、防鳥対策資材など。)に関する費用

※ 農薬保管庫、仮設トイレを除く

【補助率及び上限額】
① 認証審査

〇１年目…上限なし（審査旅費を含む）
※ 構成経営体増加の場合、現状の構成経営体相当分は、２年目の「団体の構成員数の平方根＋２」を

「現状の構成経営体の平方根」と読み替て産出した上限額を適用（審査旅費は実費の１/２を上限）

〇２年目… GLOBALG.A.P. 200千円×（団体の構成員数の平方根＋２）
ASIAGAP          60千円×（団体の構成員数の平方根＋２）
JGAP                40千円×（団体の構成員数の平方根＋２）
（審査員の現地審査に要する旅費は、認証審査とは別に実際に要した費用の１/２を上限）

② 研修指導、環境整備 ※ １年目に限る

GLOBALG.A.P.   47.5千円×（団体の構成員数の平方根）

ASIAGAP           45千円×（団体の構成員数の平方根）
JGAP                 45千円×（団体の構成員数の平方根）
※ 構成経営体増加の場合、「団体の構成員数の平方根」を「新たに増加する構成経営体数の平方根」と読替

（指導者による現地指導に要する旅費は、別に実際に要した費用の1／４を上限）

③ データ等の提供に必要な消耗品 上限 10千円

５．対象者の要件

① 実証地区として採択された者は、地区採択及び交付決定の通知を受け、取組を開始
（交付決定等の通知を受ける前に既に始めている取組は、補助の対象外）

② 交付決定通知に記載の「取組期間の終期」までに完了した取組が補助の対象
③ 実証地区は、取組期間の終期に実績報告書を作成し、証拠書類（領収書等）を添付して提出
④ 実績報告書及び証拠書類で確認できた経費について、上限の範囲内で補助金を交付
⑤ その他、実証地区は実施要領に基づき、定期的に産地リスクに関するデータ等を提供

６．補助の流れ

※支援内容、対象者の要件については、細かな要件があります。応募の際には必ず本事業の事業実施要領
（https://www.jadea.org/news/documents/youryou_sanchirisk_R2.pdf）を確認し、ご不明な点は、表面記載の
「お問合わせ先」に照会ください。


